
事業所名：

目標達成計画 作成日： 2019 年 2 月 7 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 11

２０２０年７月に移転する。移転先は２階建てで「た
んぽぽの家」は2階に引っ越し予定である。今後も
新ホームで安全に快適に過ごせるように職員の
意見やアイデアを集約し、設計や移転計画プロセ
スに活かして頂ければと考えている。

移転するにあたり、新ホームで、利用者様が
安全に快適に過ごしていただけるようにす
る。。 2 ヶ月

2 49

外出する機会が減っている。今後もバイキングに
出かけたり、季節の花見や故郷巡り等の機会を
増やすと共に、家族もお誘いし、思い出作りを増
やしていきたいと考えている。

外出の機会を増やす。

12 ヶ月

3 40

今後も災害時の食事作りを体験できればと考えて
いる。嚥下状態も様々であり、ご利用者個々の食
事（ミキサー食等）を準備し、保存食の味や食べ
やすさの確認を行い、より美味しく食べられるよう
に検討していく予定である。

利用者様個々に合った保存食を用意する。

18 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホームたんぽぽの家

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

カテゴリー化して、職員一人一人の意見やアイデ
アを出し合い、代表者に提出し、設計や移転計画
プロセスに活かしていただく。

毎月一回、外出の日を決めて、職員を増員し,計
画を立てる。
外出の日が決まったら、家族様に連絡し、お誘い
の声をかける。

六ヵ月に一回、保存食の試食を行い、又、使い捨
ての食器等も数種類用意し利用者様個々に合う
ものを検討していく。


